
平成２８年度福島県献血推進計画 実績（抜粋）
（平成２９年３月末現在）

第１ 平成２８年度に献血により確保すべき血液の目標量

１ 献血により確保すべき血液の目標量

(1) 需要見込量

平成２８年度の輸血用血液製剤は赤血球製剤１１２，０００単位、血漿製
しよう

剤４３，７００単位、血小板製剤１１６，０００単位が必要と見込まれる。

また、原料血漿は１５，３５２リットルの確保が国から割り当てられて
しよう

いる。

(2) 献血目標量

東北六県で必要とする血液（原料血漿を含む。）を各県で按分して確保する
しよう

ため、平成２８年度に献血により本県において確保すべき血液の目標量を、

２００ｍＬ献血が６００リットル、４００ｍＬ献血が２１，８００リットル、

血漿成分献血が３，２３４リットル、血小板成分献血が４，５２０リットル
しよう

の計３０，１５４リットルとする。

計画に対する実績（平成２９年３月末現在）

２００ｍＬ献血： ５３８.００Ｌ 達成率 ８９.７％

４００ｍＬ献血：２１,９０５.２０Ｌ 達成率１００.５％

血漿成分献血： ３,７１９.４０Ｌ 達成率１１５.０％

血小板成分献血： ５,０２５.８０Ｌ 達成率１１１.２％

合 計：３１,１８８.４０Ｌ 達成率１０３.４％

原料血漿確保量：６７,３５１.９３Ｌ 達成率 ９８.７％

＊ 原料血漿確保量及び達成率については、東北ブロックにおける実績

２ 全血献血及び成分献血の実施方法

(1) 全血献血（２００ｍＬ、４００ｍＬ）

全血献血は、県内の各市町村を巡回する福島県赤十字血液センター（以下

「血液センター」とする。）の移動採血車による確保を主体とする。血液セン

ター（固定施設）においては、Ｒｈマイナス型や緊急時の全血献血への対応

と併せて、通常の全血献血、特に４００ｍＬ献血の確保にも対応する。

計画に対する実績（平成２９年３月末現在） （単位：Ｌ）

移動採血車 血液センター 合 計

（市 町 村）

目 標 １８,５９２ ３,８０８ ２２,４００

全血献血量 １７,７５０.２ ４,６９３.０ ２２,４４３.２

目標達成率 ９５.４７％ １２３.２４％ １００.１９％



第２ 前節の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

１ 献血に関する普及啓発活動の実施

（１）献血推進キャンペーン等の実施

県は、特に必要性が高い４００ｍＬ献血及び成分献血の推進及び普及の

ため、７月に「愛の血液助け合い運動」を、１月から２月までに「はたち

の献血キャンペーン」を実施する他、血液の供給状況に応じて献血推進キ

ャンペーン活動を緊急的に実施する。また、様々な広報手段を用いて、県

民に献血への理解と協力を呼びかけるとともに献血場所を確保するため、

関係者に必要な協力を求める。

愛の血液助け合い運動（７月１日から同月３１日まで）

実施状況

・ 県内１３市において、街頭献血キャンペーンを次のとおり実施した。

（人）

月 日 市 名 献血者数 200mL 400mL

７月 ３日（日） 福 島 市 ９９ ４ ９５

７月 ７日（木） 白 河 市 １６３ ２４ １３９

７月１０日（日） 南相馬市 １３６ ２ １３４

７月１０日（日） 会津若松市 ５４ ０ ５４

７月１１日（月） 相 馬 市 ７４ ５ ６９

７月１７日（日） 郡 山 市 ７５ ７ ６８

７月１７日（日） 喜多方市 ９１ ７ ８４

７月１８日（月） 本 宮 市 １０９ ７ １０２

７月２４日（日） 二本松市 １０８ ９ ９９

７月２４日（日） いわき市 １７９ １０ １６９

７月２８日（木） 田 村 市 １０２ ２ １００

７月２９日（金） 伊 達 市 １７９ ８ １７１

７月３１日（日） 須賀川市 １０７ ４ １０３

計 １，４７６ ８９ １，３８７

はたちの献血キャンペーン（平成２９年１月から同年２月まで）

実施状況

・ 市町村等関係機関に対して、文書等による事業の協力依頼を行った。

・ ポスターを市町村、高等学校、福島県献血推進協力会等に配布した。

・ ラジオの県政広報番組や新聞を活用した広報を行った。



（２）若年層の献血への理解を深めるための普及啓発

県、市町村及び血液センターは、地域の実情に応じて、若年層の献血へ

の関心を高めるため、学校等に対して、ボランティア活動である献血につ

いて情報提供や学生献血推進ボランティア等の同世代からの働きかけの支

援を行う。

実施状況

・ 平成２８年７月４日に開催された県立学校長会議（県立高等学校長及び

県立特別支援学校長）において、県及び血液センターから、献血の現状と若

年層への献血推進の重要性を説明し、献血に触れ合う機会等への協力を依頼

した。

・ 平成２８年９月１３日（いわき地区）、１４日（相双地区）、１６日（会津、

南会津地区）に開催された健康教育推進者研修会（小学校・中学校・高等学

校及び特別支援学校の養護教諭）において、昼食時間を活用し、血液センタ

ーから献血についての説明と、各学校における献血セミナー開催のお願いを

した。

また、「ありがとう！っていっぱい言わせて（アンパンマンのエキス）～

小児ガンの男の子の闘病記録～」ＤＶＤ上映を行った。

２ 献血功労等の顕彰

（１）県は、献血事業に功労のあった団体又は個人に対して福島県知事感謝状を

贈呈する。

実施状況

・ 平成２８年１０月１８日に杉妻会館で行われた平成２８年度健康ふくしま２１

推進県民表彰式において、献血事業功労知事感謝状を１２団体に贈呈した。

１ 日東通信機株式会社福島工場 （福島市）

２ 株式会社阿部紙工 （福島市）

３ 西濃運輸株式会社福島支店 （福島市）

４ 株式会社ヨークベニマル棚倉店 （棚倉町）

５ 株式会社テクニカルタテノ福島工場 （棚倉町）

６ 日立オートモティブシステムズハイキャスト株式会社福島工場

（棚倉町）

７ 会津乗合自動車 株式会社 （会津若松市）

８ 株式会社ＩＨＩ航空宇宙事業本部相馬事業所 （相馬市）

９ オリエンタルモーター株式会社相馬事業所 （相馬市）



１０ 東北電力株式会社総合研修センター （南相馬市）

１１ 陸奥テックコンサルト株式会社 （郡山市）

１２ 大和電設工業株式会社福島支店 （いわき市）

（２）県は、各市町村の協力を得て、国が開催する献血運動推進全国大会におけ

る厚生労働大臣表彰等に対し、積極的に該当団体等を推薦する。

・ 第５２回献血運動推進全国大会における厚生労働大臣表彰状候補者として

２団体、同感謝状候補者として８団体を推薦し、受賞した。

なお、平成２８年７月２８日に福島県赤十字血液センターにおいて表彰等

の伝達式を行った。

１ 厚生労働大臣表彰状（２団体）

大内新興化学工業株式会社 須賀川工場 （須賀川市）

独立行政法人国立高等専門学校機構福島工業高等専門学校（いわき市）

２ 厚生労働大臣感謝状（８団体）

ＭＧＣエレクトロテクノ株式会社 新白河工場 （西郷村）

矢吹精密宝石株式会社 （矢吹町）

高田産商株式会社 （棚倉町）

棚倉町商工会青年部 （棚倉町）

東京電力パワーグリッド株式会社 猪苗代電力所 （会津若松市）

松本機械工業株式会社 （喜多方市）

株式会社 日立パワーデバイス （南相馬市）

株式会社鹿島ショッピングセンター エブリア （いわき市）


